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日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
亀
岡
敦
子

日
吉
駅
の
改
札
を
出
て
綱
励
街
道
を

わ
た
る
と
、
緑
豊
か
な
広
大
な
慶
応
義
塾

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
広
が
り
、
銀
杏
並
木

を
明
る
い
笑
顔
の
学
生
た
ち
が
行
き
か

い
ま
す
。

こ
こ
は
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
大

学
予
科
校
舎
と
し
て
開
設
以
来
、
何
万
何

十
万
人
の
青
春
を
育
ん
で
き
た
地
で
す

が
、
戦
時
中
は
学
生
の
か
わ
り
に
海
軍
が
、

ま
た
戦
後
の
一
時
期
は
米
軍
が
使
用
し

て
い
た
歴
史
を
も
つ
大
学
で
も
あ
り
ま

す
。
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
る
述
物
や
地

下
壕
な
ど
の
榊
築
物
は
、
「
日
吉
台
地
ド

壕
」
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
を
保
存
し
、
戦
争

の
語
り
部
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う

活
動
が
あ
り
ま
す
。

私
は
そ
の
団
体
「
日
吉
台
地
下
壕
保
存

の
会
」
の
一
員
で
す
。
自
治
会
内
に
日
吉

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
貴
自
治
会
会
報
に
、

日
吉
台
地
下
壕
と
私
た
ち
の
活
動
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

○
日
吉
開
校
と
学
徒
出
陣
そ
し
て
海
軍

昭
和
初
期
、
慶
応
義
塾
は
手
狭
に
な
っ

た
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
大
学
予
科
の

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
に
つ
Ｖ
て

壕
保

移
転
を
計
画
し
、
眺
望
の
良
い
日
吉
台
地

に
約
一
三
万
坪
の
敷
地
を
え
て
、
理
想
の

学
園
を
築
こ
う
と
し
ま
し
た
。

第
一
校
舎
（
現
高
等
学
校
）
・
第
二
校

舎
は
「
曾
禰
・
中
係
建
築
事
務
所
」
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
寄
宿
舎
は
建
築
家
谷
口

吉
郎
氏
の
若
き
日
の
傑
作
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
陸
上
競
技
場
や
そ
の
他
の
体
育
施
投

や
学
生
食
堂
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
一

九
四
三
年
の
学
徒
出
陣
で
学
生
が
少
な

く
な
り
、
義
塾
と
海
軍
省
は
校
地
の
質
貸

契
約
を
結
び
、
翌
年
三
月
か
ら
第
・
校
舎

に
は
軍
令
部
第
三
部
（
国
際
情
報
）
・
人

事
局
・
経
理
局
・
な
ど
が
移
っ
て
き
ま
す
。

九
月
に
は
寄
宿
舎
に
連
合
艦
隊
司
令

部
が
お
か
れ
、
レ
イ
テ
戦
・
沖
縄
戦
・
戦

艦
大
和
の
出
撃
な
ど
の
指
令
は
、
こ
こ
か

ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
下
壕
の
建
設

ま
た
地
下
に
は
お
よ
そ
二
、
六
キ
ロ
に

も
及
ぶ
長
大
で
堅
固
な
地
下
壕
が
急
ピ

ッ
チ
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

工
事
に
は
、
設
営
隊
を
は
じ
め
、
民
間

会
社
や
強
制
連
行
さ
れ
た
人
た
ち
も
従

事
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
よ
く
わ
か
ら
ず
、
今
後
の
重
要
な
調

存

疎
開
を
穿
施
し
ま
？
力
遠
隔
地
マ
備
な

く
、
学
区
内
の
真
福
寺
（
下
田
町
）
と
興

禅
寺
（
商
田
町
）
へ
の
疎
開
と
い
う
異
例

の
も
の
で
、
そ
の
後
日
吉
台
小
学
校
に
も

海
軍
の
功
績
調
査
部
が
入
り
ま
し
た
。

ま
た
韮
輪
の
大
聖
院
の
製
山
に
は
艦

政
本
部
の
地
下
壕
が
掘
ら
れ
ま
し
た
が
、

よ
る

た
。
○
日
吉

活
動

査
課
題
の
ひ
』
二
一
で
す
《
連
合
艦
隊
地
下

壕
内
に
は
、
作
戦
室
・
通
信
室
・
暗
号
室
・

司
令
長
官
室
な
ど
の
ほ
か
に
、
食
料
庫
・

バ
ッ
テ
リ
ー
室
・
水
洗
便
所
の
存
在
な
ど

し
た
。二
二
年
前
に
教
職
員
と
市
民
有
志
に

品 がノー

台
地
一
岸
：
壕
保
存
俳
会
の
鎧
足

間は
、

私
た
ち
の
日
常
の
場
で
、
戦
争
の
愚
か
し

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

会
員
と
一
・
○
人

ひ
と
り
で
も
多

戦
跡
の
そ
の
場
に
立
ち
、
そ
れ
に
触
れ

る
こ
と
は
、
実
に
多
く
を
学
び
感
じ
る
こ

ど
が
で
き
ま
す
。
会
は
現
在
三
四
○
人
の

た
土
磁
隠
ｒ
で
、
必
口
悪
殻
け
て
く
れ
た

Ｉ
補
足
Ｉ

「
日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
」
は
、

平
成
元
年
発
足
、
旧
帝
国
海
軍
が
残
し

た
日
吉
台
地
下
壕
の
永
久
保
存
と
。
平

和
賢
料
館
の
建
設
を
目
的
に
、
市
民
参

加
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

慶
応
大
学
の
了
解
賭
得
て
、
毎
月
一

回
、
土
曜
日
に
淀
期
見
学
会
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
吉
町
自
治
会
と
し
て
も
、
当
会
の

ご
協
力
を
得
て
、
見
学
会
を
催
す
べ
く

計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
○
陸
伽
に
霧
塾
が
鞭
内
の
堆
積
し

○
人
の
運
営
委
貝
か
ら
成
り
、



横
浜
日
吉
歴
史
散
歩
（
四
）

ｌ
矢
上
川
を
歩
く
Ｉ
（
そ
の
一
）

第
五
地
区
長
伊
藤
鈴
太
郎

歴
史
散
歩
第
四
回
は
、
矢
上
川
を
歩
い

て
み
よ
う
。

出
来
れ
ば
源
流
ま
で
行
っ
て
み
た
い

の
だ
が
、
体
力
的
に
ど
う
か
。
「
港
北
地

名
と
文
化
の
会
」
の
夏
目
久
夫
氏
は
、
川

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
な
ん
だ
か
河
川
を
見
て
い
る
と
、
そ
れ

が
人
の
世
を
写
す
鏡
の
よ
う
に
思
え
て

く
る
。
川
の
源
流
を
見
た
い
と
い
う
素
朴

な
願
い
に
は
、
物
事
の
始
ま
り
に
際
し
て

の
、
人
間
の
真
熱
な
気
持
ち
が
反
映
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」
私
も
ま
っ

た
く
同
感
。

矢
上
川
は
、
ｎ
吉
の
町
の
東
端
を
川
崎

市
と
境
を
形
成
し
て
南
流
し
、
日
吉
六
丁

目
と
川
崎
側
は
、
幸
区
南
加
瀬
五
丁
目
付

近
で
西
か
ら
流
れ
て
き
た
鶴
見
川
に
合

流
す
る
。
源
流
ま
で
一
四
キ
ロ
弱
の
中
小

河
川
の
こ
の
川
も
遥
か
な
時
の
中
で
、

人
々
に
自
然
の
恵
み
を
施
し
、
安
ら
ぎ
を

与
え
、
時
に
は
激
し
く
怒
り
、
流
れ
を
変

え
、
人
々
を
困
惑
さ
せ
て
き
た
。
そ
し
て

川
は
今
、
又
別
の
顔
を
し
て
又
、
別
の
役

割
を
帯
び
て
流
れ
て
い
る
。

矢
上
川
が
鶴
見
川
と
合
流
す
る
地
点

は
、
縄
文
時
代
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
海

で
、
川
が
流
れ
て
く
る
上
流
、
川
崎
市
高

津
区
子
母
口
付
近
の
下
末
吉
の
縁
（
ふ

ち
）
が
約
四
五
○
○
年
前
（
縄
文
時
代
中

期
｝
の
時
品
最
奥
の
海
岸
線
だ
・
た
こ

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
源
流
付
近

の
丘
陵
か
ら
流
れ
下
っ
た
幾
筋
か
の
水

は
、
大
地
を
削
り
、
流
れ
を
集
め
川
と
な

り
、
海
岸
に
注
い
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

綱
島
街
道
が
通
る
新
矢
上
橘
ま
で
の

土
手
道
は
、
東
輔
通
行
禁
止
で
、
荷
こ
ろ

道
と
砂
利
道
。
足
の
裏
が
自
然
感
覚
で
歩

け
る
の
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
最
適
。
歩

き
出
し
て
す
ぐ
に
新
矢
上
橋
。

一
九
八
三
年
横
浜
市
建
造
の
ス
チ
ー

ル
プ
レ
ー
ト
が
貼
っ
て
あ
る
。

昔
は
木
製
の
橋
で
「
欄
干
が
と
て
も
低

く
て
水
量
が
多
く
、
流
れ
が
速
く
、
子
供

の
こ
ろ
大
変
怖
い
思
い
を
し
て
渡
っ
た

も
の
だ
。
上
流
の
一
本
橋
は
、
丸
太
二
本

だ
け
の
橋
で
、
父
に
連
れ
ら
れ
て
親
戚
の

矢
上
に
行
く
時
は
、
後
ろ
か
ら
父
の
バ
ン

ド
に
し
が
み
つ
い
て
、
渡
っ
た
思
い
出
が

あ
る
。
（
南
加
瀬
に
お
住
ま
い
の
『
日
吉

郷
士
史
会
会
長
』
仁
藤
悦
夫
さ
ん
）

港
北
区
は
、
鶴
見
川
の
沿
岸
に
沿
い
、

矢
上
川
は
上
流
に
向
か
っ
て
左
岸
に
は
、

○
○
耕
地
△
△
新
田
な
ど
田
圃
地
帯
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
字
名
が
多
い
。
そ
の
中

で
「
袋
河
岸
」
と
少
し
変
わ
っ
た
名
前
で

呼
ば
れ
た
場
所
が
あ
る
。

矢
上
川
橋
か
ら
一
本
橘
の
あ
い
だ
の

地
域
で
「
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
今

で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
曲
が
り
く
ね

っ
て
い
て
、
そ
の
川
の
流
れ
と
陸
地
の
形

状
か
ら
土
地
の
人
は
袋
河
岸
と
呼
ん
で

い
た
」
。
（
日
吉
宮
前
の
鈴
木
辰
夫
さ
ん
）

あ
る
い
は
、
川
を
往
来
す
る
船
着
場
が

こ
こ
に
あ
っ
た
が
、
船
は
こ
こ
か
ら
先
は

川
底
が
浅
く
、
進
め
な
か
っ
た
の
で
、
袋

Ⅱ
行
き
止
ま
り
と
い
う
意
味
で
そ
う
呼

ば
れ
た
と
い
う
（
『
わ
た
し
た
ち
の
や
が

み
』
矢
上
小
学
校
創
立
二
十
周
年
記
念

誌
）
。
一
本
橘
か
ら
ひ
と
つ
上
流
の
橘
が

「
八
兵
術
橋
」
と
い
う
現
在
は
鋼
鉄
製
の

人
道
橋
。
む
か
し
八
兵
術
と
い
う
人
が
作

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

木
の
板
を
渡
し
た
だ
け
の
木
橋
で
、
前

出
の
仁
藤
さ
ん
は
「
昔
の
八
兵
衛
橋
は
、

踏
み
板
が
あ
ち
こ
ち
腐
っ
て
い
て
、
気
を

つ
け
な
い
と
川
に
落
ち
て
し
ま
う
、
そ
ん

な
橋
だ
っ
た
」
。

矢
上
橘
が
見
え
て
き
た
。
橋
の
す
ぐ
手

前
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
岸
で
釣
り
人

を
見
つ
け
る
。
「
あ
あ
魚
が
釣
れ
る
の
だ
」

矢上橘 前方に武蔵小杉を望む

昭
和
ｊ
隼
矢
・
一
橋
の
蜂
・
八
の
雲
真

を
見
る
と
、
下
流
か
ら
見
て
橘
の
す
ぐ
左

側
に
日
吉
村
の
「
村
役
場
」
が
あ
っ
た
。

村
の
東
西
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
に
位
置
す

る
所
に
、
二
階
建
て
の
役
場
が
あ
っ
た
。

後
方
に
観
音
松
が
ま
だ
元
気
に
立
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

。
。
一
岬
（
二
（
（
・
“
々
桂
一
呂
酔
一
峠
一
，
一
・
．
｜
叫
囲
葬
一
叫
一
眠
謂
一
計
一
△
一
年
秤
一
一
Ｄ
Ｍ
一
画
一
一
一
峠
一
口
』
－
９
コ
一

度
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
調
査
員
の
訪
問
は
三
回
ま
で

で
、
世
帯
主
は
①
調
査
票
は
全
て
封
筒
に

入
れ
て
封
入
（
の
り
付
け
）
し
て
調
査
員

に
提
出
す
る
②
郵
送
に
よ
り
直
接
、
市
に

提
出
す
る
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
事

に
な
り
ま
す
。

わ
が
国
に
お
け
る
、
全
て
の
人
を
対
象

に
し
た
、
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。

★
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
全

て
の
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

港
北
消
防
署
で
は
、
そ
の
必
要
性
を
理

解
し
て
頂
く
べ
く
、
六
～
八
月
を
重
点
期

間
と
定
め
、
個
別
に
皆
さ
ん
の
家
を
訪
問

い
た
し
ま
す
。
訪
問
す
る
消
防
職
員
、
団

員
は
制
服
を
糟
て
身
分
証
明
書
を
提
示

し
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。

お
知
ら
せ



L 今
年
は
異
常
気
象
で
四
月
は
冬
着
が
外
せ

ぬ
寒
い
日
が
続
い
た
が
、
五
月
に
入
る
と
、

一
転
暑
く
な
り
、
九
日
（
日
）
の
組
長
総
会

当
日
は
エ
ア
コ
ン
を
フ
ル
回
帳
さ
せ
る
大

変
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
者
は
多
く
、
用
意
さ
れ
た
椅

子
は
定
刻
に
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、
組
長
の

皆
様
に
は
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

組
総
数
二
五
二
組
の
内
、
出
席
者
四
五
名
、

委
任
状
提
出
者
一
七
○
名
に
て
、
過
半
数
を

占
め
、
総
会
は
成
立
、
議
長
に
片
野
芳
昭
氏

を
選
任
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

会
長
は
、
生
憎
体
調
を
崩
し
欠
席
の
為
、

挨
拶
文
を
新
会
長
片
野
芳
昭
氏
が
代
読
し
、

そ
の
後
①
平
成
二
一
年
度
蛎
業
椛
告
並
び

に
決
算
報
告
②
会
計
監
査
報
告
③
平
成
二

二
～
二
三
年
度
役
員
選
任
④
平
成
二
二
年

組
長
総
会
開
催
（
決
議
事
項
と
新
役
員
の
紹
介
）

－

一
色

邸 ｰ。、

長総会風景

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
⑤
規
約
の

一
部
改
正
案
が
審
議
さ
れ
質
疑
応
答
の

結
果
、
出
席
者
全
員
の
賛
同
を
得
て
、

五
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
六
月
回
覧
の
「
平
成
二
一
年

度
日
吉
町
自
治
会
組
長
総
会
決
議
事
項

の
報
告
」
を
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
繰
越
金
は
資
源
回
収
補
助
金
等

の
増
額
で
若
干
余
裕
が
出
来
た
事
も
あ

り
、
予
備
費
を
増
額
、
自
治
会
活
動
の

一
層
の
活
発
化
を
図
る
事
と
し
て
い
ま

一
◎
す
次
い
で
功
労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

永
年
に
亘
り
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
携
わ
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
貢
献

し
た
白
鳥
正
次
氏
と
溌
あ
い
子
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

可

ロ
声
望

表彰された演さんと、白鳥さん

今
回
選
任
さ
れ
た
自
治
会
役
員

会
長
片
野
芳
昭

副
会
長
森
正
和

副
会
長
原
照
夫

会
計
清
水
憲
三

第
一
地
区
長
渡
辺
雅
弘

第
一
副
地
区
長
深
瀬
富
子

第
二
地
区
長
森
茂

第
二
副
地
区
長
橘
爪
成
子

第
三
地
区
長
桜
井
政
幸

第
三
副
地
区
長
仲
田
慶
助

第
四
地
区
長
横
山
磯
港

第
四
副
地
区
長
石
田
太
一
郎

第
五
地
区
長
伊
藤
鈴
太
郎

第
五
副
地
区
長
竹
村
雅
男

第
六
地
区
長
渡
辺
正
義

環
境
部
長
森
健

福
利
厚
生
部
長
加
藤
君
子

総
務
部
副
部
長
佐
世
三
佐

広
報
教
育
副
部
長
卜
部
み
な
子

会
計
監
査
村
田
恒
郎

会
計
監
査
板
垣
義
昭

役
員
の
兼
任
業
務
は
次
の
通
り

◆
会
計
森
正
和
、
原
照
夫
（
兼
第
六

副
地
区
長
）
◆
広
報
教
育
部
長
渡
辺

雅
弘
（
副
）
伊
藤
鈴
太
郎
、
◆
道
路
交

通
部
長
森
茂
◆
安
全
管
理
部
長
桜

井
政
幸
（
副
）
石
田
太
一
郎
◆
総
務
部

長
横
山
磯
港
、
（
副
）
深
瀬
富
子
◆
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
仲
間
慶
助
、
橋
爪

成
子
◆
福
利
厚
生
（
副
）
竹
村
雅
男

属
吉
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
加
藤
君
子

今
年
は
三
年
に
一
度
の
民
生
委
員
児
童

委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
当
初
の
目
的
は
、
生
活
保

護
と
生
活
困
窮
者
の
救
済
で
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
三
十
一
年
に
現
在
の
民
生
委
員

に
な
り
ま
し
た
。
又
、
平
成
六
年
に
は
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
事
を
専
門
的
に
担
当

す
る
主
任
児
童
委
員
制
度
が
設
置
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
日
吉
町
で
は
、
現
在
十
一
人
の
民

生
委
員
、
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
が

主
に
役
所
と
の
パ
イ
プ
役
を
中
心
に
、
高

齢
者
、
児
童
問
題
、
障
害
者
の
サ
ポ
ー
ト

役
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
進
路
を
見
失
っ
た
若
者
が
、

福
祉
の
分
野
で
自
分
が
頼
ら
れ
て
い
る
現

実
を
体
験
し
、
大
き
く
人
生
が
変
わ
っ
た

事
例
も
見
聞
い
た
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
奉
仕
の
心
が
希
薄
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
は
「
人
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

わ
が
日
吉
町
で
は
民
生
委
員
の
担
い
手

が
な
く
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。

改
選
期
に
あ
た
り
、
是
非
と
も
皆
さ
ん

勇
気
を
出
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

ご
参
加
下
さ
い
．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
を

Ｉ


